
(57)【要約】

【課題】運転時のアキシアルすきまおよび角すきまを小

さくして、低温時にすきまが負になることを防止できる

水ポンプを提供する。

【解決手段】水ポンプは、ともに鋼板のプレス加工によ

り形成された内側の固定側部材２の円筒部２ａと外側の

回転側部材３の円筒状プーリ部３ｃの間に玉軸受５が介

在させられているものであって、玉軸受５の軌道輪５ａ

，５ｂが軸受鋼で形成され、玉５ｃが軸受鋼よりも線膨

張係数の大きい材料で形成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
と も に 金 属 板 の プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ た 内 側 の 固 定 側 部 材 の 円 筒 部 と 外 側 の 回 転 側 部
材 の 円 筒 部 の 間 に 玉 軸 受 が 介 在 さ せ ら れ て い る 水 ポ ン プ に お い て 、
玉 軸 受 の 軌 道 輪 が 軸 受 鋼 で 形 成 さ れ 、 玉 が 軸 受 鋼 よ り も 線 膨 張 係 数 の 大 き い 材 料 で 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 水 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
玉 が ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 水 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
回 転 側 部 材 の 円 筒 部 が プ ー リ 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の 水 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
回 転 側 部 材 が 、 一 端 が 閉 鎖 し て 他 端 が 開 口 し た 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 と 、 シ ャ フ ト 部 の 開 口
端 部 の 外 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 と 、 フ ラ ン ジ 部 の 外 周 部 の シ ャ フ ト 部 閉 鎖 端 側
に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の プ ー リ 部 と か ら な り 、 シ ャ フ ト 部 の 閉 鎖 端 部 に 、 イ ン ペ ラ の 円 筒 部
が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ の 水 ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 自 動 車 用 エ ン ジ ン の 冷 媒 循 環 な ど に 使 用 さ れ る 水 ポ ン プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
水 ポ ン プ は 、 シ ャ フ ト 、 プ ー リ お よ び イ ン ペ ラ を 含 む 回 転 部 分 が 固 定 部 分 で あ る ハ ウ ジ ン
グ に 対 し て 回 転 す る よ う に な っ て お り 、 従 来 は 、 回 転 部 分 の シ ャ フ ト の 部 分 が ２ 列 の 玉 軸
受 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ に 回 転 支 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 水 ポ ン プ の 小 型 化 、 軽 量 化 、 低 コ ス ト 化 を 図 る た め 、 回 転 部 分 を プ レ ス 加 工 に よ り
成 形 し た 部 材 に よ り 構 成 し 、 プ レ ス 加 工 に よ り 成 形 し た 固 定 側 部 材 を 固 定 部 分 に 固 定 し 、
内 側 の 固 定 側 部 材 の 円 筒 部 に 対 し 、 外 側 の 回 転 部 分 の 円 筒 状 の プ ー リ 部 を １ 列 の 玉 軸 受 で
回 転 支 持 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ・ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ８ ９ ４ ８ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ５ ８ ９ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の 従 来 の 水 ポ ン プ で は 、 玉 軸 受 の 軌 道 輪 は 、 脱 落 を 防 止 す る た め 、 円 筒 部 に 圧 入 に よ
り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
水 ポ ン プ に 使 用 さ れ る 玉 軸 受 に つ い て は 、 プ ー リ 部 に か け ら れ た ベ ル ト の ば た つ き 、 せ り
出 し な ど を 抑 え る と と も に 、 メ カ ニ カ ル シ ー ル の シ ー ル 性 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め に 、 ア
キ シ ア ル す き ま お よ び 角 す き ま を 小 さ く す る 必 要 が あ る 。 一 方 、 玉 軸 受 の 異 音 防 止 、 寿 命
の 面 よ り 、 玉 軸 受 の す き ま が 負 に な ら な い よ う に す る こ と が 必 要 で あ る 。 と こ ろ が 、 上 記
の 従 来 の 水 ポ ン プ の 場 合 、 円 筒 部 が プ レ ス 成 形 さ れ た も の で 、 精 度 が 悪 く 、 寸 法 ば ら つ き
が 大 き い た め 、 次 に 説 明 す る よ う に 、 組 み 込 み 後 の 軸 受 す き ま の 調 整 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
軌 道 輪 を 円 筒 部 に 圧 入 す る と 、 軌 道 輪 が 変 形 し て 、 す き ま が 変 化 す る が 、 円 筒 部 の 寸 法 ば
ら つ き が 大 き い た め 、 玉 軸 受 の 初 期 ラ ジ ア ル す き ま が 同 じ で あ っ て も 、 組 み 込 み 後 の す き
ま に ば ら つ き が 生 じ る 。 玉 軸 受 の ア キ シ ア ル す き ま お よ び 角 す き ま を 小 さ く す る に は 、 組
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み 込 み 前 の 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を 小 さ く す れ ば よ い が 、 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を あ ま り 小 さ
く す る と 、 円 筒 部 の 寸 法 の ば ら つ き の た め に 、 す き ま が 負 に な っ て 、 と く に グ リ ー ス が 硬
い 低 温 雰 囲 気 に お い て 軸 受 転 が り 音 が 増 加 す る こ と が あ る 。 こ れ を 避 け る た め に は 、 円 筒
部 の 寸 法 ば ら つ き を 考 慮 し て 、 玉 軸 受 の 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を あ る 程 度 大 き く す る 必 要 が
あ る が 、 そ う す る と 、 玉 軸 受 の ア キ シ ア ル す き ま お よ び 角 す き ま が 過 大 に な っ て 、 異 音 、
短 寿 命 、 プ ー リ 部 か ら の ベ ル ト の 脱 落 な ど の 問 題 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 し 、 運 転 時 の ア キ シ ア ル す き ま お よ び 角 す き ま を 小
さ く し て 、 低 温 時 に す き ま が 負 に な る こ と を 防 止 で き る 水 ポ ン プ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ る 水 ポ ン プ は 、 と も に 金 属 板 の プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ た 内 側 の 固 定 側 部
材 の 円 筒 部 と 外 側 の 回 転 側 部 材 の 円 筒 部 の 間 に 玉 軸 受 が 介 在 さ せ ら れ て い る 水 ポ ン プ に お
い て 、 玉 軸 受 の 軌 道 輪 が 軸 受 鋼 で 形 成 さ れ 、 玉 が 軸 受 鋼 よ り も 線 膨 張 係 数 の 大 き い 材 料 で
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
軌 道 輪 を 形 成 す る 軸 受 鋼 と し て 、 た と え ば 、 Ｓ Ｕ Ｊ ２ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
玉 の 線 膨 張 係 数 が 軌 道 輪 の そ れ よ り 大 き い の で 、 高 温 時 の 玉 の 膨 張 量 お よ び 低 温 時 の 玉 の
収 縮 量 は 軌 道 輪 の そ れ よ り 大 き く 、 し た が っ て 、 高 温 時 に は す き ま が 小 さ く 、 低 温 時 に は
す き ま が 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 水 ポ ン プ に よ れ ば 、 上 記 の よ う に 、 高 温 時 に は す き ま が 小 さ く 、 低 温 時 に は す
き ま が 大 き く な る の で 、 高 温 時 に す き ま が 小 さ く な る よ う に 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を 小 さ く
設 定 し て も 、 低 温 時 に す き ま が 負 に な る こ と が な い 。 こ の た め 、 圧 入 部 の 寸 法 、 す な わ ち
、 玉 軸 受 の 内 径 お よ び 外 径 、 固 定 側 部 材 の 円 筒 部 の 外 径 、 回 転 側 部 材 の 円 筒 部 の 内 径 の 精
度 は 現 状 の ま ま で 、 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を 大 き く し て 、 高 温 の 運 転 時 の ア キ シ ア ル す き ま
お よ び 角 す き ま を 小 さ く す る こ と が で き 、 し た が っ て 、 過 大 な す き ま に よ る 異 音 、 短 寿 命
、 ベ ル ト の 脱 落 な ど を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 低 温 時 に す き ま が 負 に な る こ と が な
い の で 、 転 が り 音 が 大 き く な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 の 水 ポ ン プ に お い て 、 た と え ば 、 玉 が ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ス テ ン レ ス 鋼 と し て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に す れ ば 、 玉 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 発 明 の 水 ポ ン プ に お い て 、 た と え ば 、 回 転 側 部 材 の 円 筒 部 が プ ー リ 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に す れ ば 、 プ ー リ 部 の 直 径 が 玉 軸 受 の 外 径 よ り 少 し 大 き く な る だ け で 、 回 転 部 分
を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 の 水 ポ ン プ に お い て 、 た と え ば 、 回 転 側 部 材 が 、 一 端 が 閉 鎖 し て 他 端 が 開 口 し た 円 筒
状 の シ ャ フ ト 部 と 、 シ ャ フ ト 部 の 開 口 端 部 の 外 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 と 、 フ ラ
ン ジ 部 の 外 周 部 の シ ャ フ ト 部 閉 鎖 端 側 に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の プ ー リ 部 と か ら な り 、 シ ャ フ
ト 部 の 閉 鎖 端 部 に 、 イ ン ペ ラ の 円 筒 部 が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に す れ ば 、 回 転 側 部 材 と イ ン ペ ラ を 含 む 回 転 部 分 を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
た と え ば 、 回 転 側 部 材 は 、 大 径 円 筒 部 で あ る プ ー リ 部 と 、 プ ー リ 部 の 一 端 部 の 内 側 に 一 体
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に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 と 、 フ ラ ン ジ 部 の 内 周 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た 小 径 円 筒 部 と か ら な
り 、 小 径 円 筒 部 が シ ャ フ ト の 一 端 部 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ 、 プ ー リ 部 の 内 周 に 玉 軸 受 の 外
輪 が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ る 。 そ の 場 合 、 シ ャ フ ト 部 と イ ン ペ ラ が プ レ ス 加 工 に よ り 一 体 に
形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に し た 場 合 も 、 プ ー リ 部 、 シ ャ フ ト 部 お よ び イ ン ペ ラ を 含 む 回 転 部 分 を 軽 量 化 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
た と え ば 、 回 転 側 部 材 に お い て 、 内 周 に 軸 受 の 外 輪 が 固 定 さ れ る 小 径 の 円 筒 部 の 外 側 に 、
ベ ル ト を か け る た め の プ ー リ 部 が フ ラ ン ジ 部 を 介 し て 一 体 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に す れ ば 、 プ ー リ 部 の 外 径 が 玉 軸 受 の 外 径 に 制 約 さ れ る こ と が な く 、 プ ー リ 部 の
外 径 の 設 定 の 自 由 度 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ は 、 水 ポ ン プ の 全 体 構 成 を 示 し て い る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 １ の 左 右 を 左 右 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 水 ポ ン プ は 、 固 定 部 分 で あ る ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に
固 定 さ れ た 固 定 側 部 材 （ ２ ） 、 回 転 部 分 を 構 成 す る 回 転 側 部 材 （ ３ ） お よ び イ ン ペ ラ （ ４
） 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） に 対 し て 回 転 側 部 材 （ ３ ） を 回 転 支 持 す る １ 列 の 密 封 型 玉 軸 受 （ ５
） 、 な ら び に 固 定 側 部 材 （ ２ ） と 回 転 側 部 材 （ ３ ） の 間 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 （ ６ ） を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に は 、 左 端 が 開 口 し た 水 室 （ １ ０ ） が 設 け ら れ て い る 。 固 定 側 部 材 （ ２
） は 、 冷 間 圧 延 鋼 板 や Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ な ど の 鋼 板 を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 一 体 に 形 成 さ れ た
も の で あ り 、 左 右 方 向 の 水 平 軸 を 中 心 と す る 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） 、 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 右 端
部 の 外 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た 内 側 フ ラ ン ジ 部 （ ２ ｂ ） 、 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） と 同 心 と な る
よ う に フ ラ ン ジ 部 （ ２ ｂ ） の 外 周 部 の 右 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た 大 径 円 筒 部 （ ２ ｃ ） 、 お よ
び 円 筒 部 （ ２ ｃ ） の 右 端 部 の 外 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た 外 側 フ ラ ン ジ 部 （ ２ ｄ ） よ り な る 。
そ し て 、 外 側 フ ラ ン ジ 部 （ ２ ｄ ） が 、 水 室 （ １ ０ ） の 開 口 部 の 周 囲 の ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の
左 端 面 に シ ー ル （ １ １ ） を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
回 転 側 部 材 （ ３ ） は 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） と 同 様 の 鋼 板 を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 一 体 に
形 成 さ れ た も の で あ り 、 左 右 方 向 の 水 平 軸 を 中 心 と し 右 端 部 が 閉 鎖 し て 左 端 部 が 開 口 し た
比 較 的 長 い 有 底 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） 、 シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） の 左 端 部 の 外 側 に 一 体
に 形 成 さ れ フ ラ ン ジ 部 （ ３ ｂ ） 、 お よ び シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） と 同 心 と な る よ う に フ ラ ン ジ
部 （ ３ ｂ ） の 外 周 部 の 右 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の プ ー リ 部 （ 円 筒 部 ） （ ３ ｃ ） よ り
な る 。 回 転 側 部 材 （ ３ ） は 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） と 同 心 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 シ ャ
フ ト 部 （ ３ ａ ） は 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） の 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 内 側 に 左 側 か ら 挿 入 さ れ 、
こ れ ら の 間 に シ ー ル 部 材 （ ６ ） が 介 在 さ せ ら れ て い る 。 シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） の 右 端 部 は 、
ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 水 室 （ １ ０ ） 内 に 位 置 し て い る 。 フ ラ ン ジ 部 （ ３ ｂ ） は 、 固 定 側 部 材
（ ２ ） の 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 左 端 部 に 近 接 し て い る 。 プ ー リ 部 （ ３ ｃ ） は 、 固 定 側 部 材
（ ２ ） の 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 外 側 に 位 置 し て お り 、 こ れ ら の 間 に 玉 軸 受 （ ５ ） が 介 在 さ
せ ら れ て い る 。 回 転 側 部 材 （ ３ ） の フ ラ ン ジ 部 （ ３ ｂ ） に は 、 シ ー ル 部 材 （ ６ ） を 通 過 し
て き た 水 （ 水 蒸 気 ） を 逃 が す た め の 複 数 の 開 口 （ １ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。 図 示 は 省 略 し
た が 、 プ ー リ 部 （ ３ ｃ ） に は 、 回 転 側 部 材 （ ３ ） に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る た め の ベ ル ト が
か け ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
イ ン ペ ラ （ ４ ） は 、 鋼 板 を プ レ ス 成 形 す る こ と に よ り 一 体 に 形 成 さ れ た も の で あ り 、 左 右
方 向 の 水 平 軸 を 中 心 と し 右 端 部 が 閉 鎖 し て 左 端 部 が 開 口 し た 比 較 的 短 い 有 底 円 筒 部 （ ４ ａ
） 、 円 筒 部 （ ４ ａ ） の 左 端 部 の 外 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 （ ４ ｂ ） 、 お よ び フ ラ
ン ジ 部 （ ４ ｂ ） の 右 側 に 一 体 に 形 成 さ れ た 複 数 の 羽 根 （ ４ ｃ ） よ り な る 。 イ ン ペ ラ （ ４ ）
の 円 筒 部 （ ４ ａ ） が 、 回 転 側 部 材 （ ３ ） の シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） の 右 端 部 外 側 に 右 側 か ら 圧
入 さ れ て 固 定 さ れ て お り 、 イ ン ペ ラ （ ４ ） 全 体 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 水 室 （ １ ０ ） 内 に 位
置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
玉 軸 受 （ ５ ） は 深 み ぞ 玉 軸 受 で あ り 、 Ｓ Ｕ Ｊ ２ な ど の 軸 受 鋼 製 の 内 輪 （ ５ ａ ） 、 外 輪 （ ５
ｂ ） 、 お よ び こ れ ら の 間 に 介 在 さ せ ら れ た 複 数 の 玉 （ ５ ｃ ） を 備 え て い る 。 内 輪 （ ５ ａ ）
は 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） の 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 外 周 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 外 輪 （
５ ｂ ） は 、 回 転 側 部 材 （ ３ ） の プ ー リ 部 （ ３ ｃ ） の 内 周 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 内
輪 （ ５ ａ ） お よ び 外 輪 （ ５ ｂ ） は 軸 受 鋼 で 形 成 さ れ 、 玉 （ ５ ｃ ） は 軸 受 鋼 よ り も 線 膨 張 係
数 の 大 き い 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 内 輪 （ ５ ａ ） お よ び 外 輪 （ ５ ｂ ） は Ｓ Ｕ
Ｊ ２ で 形 成 さ れ 、 玉 （ ５ ｃ ） は オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ て い る 。 Ｓ Ｕ Ｊ
２ お よ び オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 の 線 膨 張 係 数 は 、 そ れ ぞ れ 、 １ ２ ． ５ × １ ０ － ６

お よ び １ ７ ． １ × １ ０ － ６ （ １ ／ ℃ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
シ ー ル 部 材 （ ６ ） は 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 し た が 、 公 知 の メ カ ニ カ ル シ ー ル で あ り 、 内 周 側
部 分 が 回 転 側 部 材 （ ３ ） の シ ャ フ ト 部 （ ３ ａ ） の 外 周 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ 、 外 周 側 部 分
が 固 定 側 部 材 （ ２ ） の 小 径 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 内 周 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 の 水 ポ ン プ で は 、 プ ー リ 部 （ ３ ｃ ） に か け ら れ た ベ ル ト に よ り 、 回 転 側 部 材 （ ３ ） お
よ び イ ン ペ ラ （ ４ ） が 回 転 さ せ ら れ 、 玉 軸 受 （ ５ ） の 外 輪 （ ５ ｂ ） が 内 輪 （ ５ ａ ） に 対 し
て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
玉 軸 受 （ ５ ） に お い て 、 玉 （ ５ ｃ ） の 線 膨 張 係 数 が 軌 道 輪 （ ５ ａ ） （ ５ ｂ ） の そ れ よ り 大
き い の で 、 高 温 時 の 玉 （ ５ ｃ ） の 膨 張 量 お よ び 低 温 時 の 玉 （ ５ ｃ ） の 収 縮 量 は 軌 道 輪 （ ５
ａ ） （ ５ ｂ ） の そ れ よ り 大 き く 、 し た が っ て 、 高 温 時 に は す き ま が 小 さ く 、 低 温 時 に は す
き ま が 大 き く な る 。 そ し て 、 高 温 時 に は す き ま が 小 さ く 、 低 温 時 に は す き ま が 大 き く な る
の で 、 高 温 時 に す き ま が 小 さ く な る よ う に 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を 小 さ く 設 定 し て も 、 低 温
時 に す き ま が 負 に な る こ と が な い 。 こ の た め 、 圧 入 部 の 寸 法 、 す な わ ち 、 玉 軸 受 （ ５ ） の
内 径 お よ び 外 径 、 固 定 側 部 材 （ ２ ） の 円 筒 部 （ ２ ａ ） の 外 径 、 回 転 側 部 材 （ ３ ） の プ ー リ
部 （ ３ ｃ ） の 内 径 の 精 度 は 現 状 の ま ま で 、 初 期 ラ ジ ア ル す き ま を 小 さ く し て 、 高 温 の 運 転
時 の ア キ シ ア ル す き ま お よ び 角 す き ま を 小 さ く す る こ と が で き 、 し た が っ て 、 組 み 込 み 後
の ラ ジ ア ル す き ま を ＋ ２ ０ μ ｍ 以 内 に 維 持 す る こ と が で き 、 過 大 な す き ま に よ る 異 音 、 短
寿 命 、 ベ ル ト の 脱 落 な ど を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 低 温 時 に す き ま が 負 に な る こ と
が な い の で 、 転 が り 音 が 大 き く な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 シ ャ フ ト 部 と プ ー リ 部 が 一 体 に プ レ ス 成 形 さ れ て 回 転 側 部 材 を 構 成 し
て い る が 、 プ ー リ 部 だ け で 回 転 側 部 材 を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 、 た と え ば
、 回 転 側 部 材 は 、 大 径 円 筒 部 で あ る プ ー リ 部 と 、 プ ー リ 部 の 一 端 部 の 内 側 に 一 体 に 形 成 さ
れ た フ ラ ン ジ 部 と 、 フ ラ ン ジ 部 の 内 周 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た 小 径 円 筒 部 と か ら な り 、 小 径
円 筒 部 が シ ャ フ ト の 一 端 部 に 圧 入 に よ り 固 定 さ れ 、 プ ー リ 部 の 内 周 に 玉 軸 受 の 外 輪 が 圧 入
に よ り 固 定 さ れ る 。 そ の 場 合 、 シ ャ フ ト 部 と イ ン ペ ラ が プ レ ス 加 工 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 玉 軸 受 （ ５ ） の 外 輪 （ ５ ｂ ） が 固 定 さ れ る 円 筒 部 が プ ー リ 部 （
３ ｃ ） と な っ て い る が 、 玉 軸 受 の 外 輪 が 固 定 さ れ る 小 径 の 円 筒 部 の 外 側 に 、 ベ ル ト を か け
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る た め の プ ー リ 部 が フ ラ ン ジ 部 を 介 し て 一 体 に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 水 ポ ン プ の 主 要 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ ２ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 固 定 側 部 材
（ ２ ａ ） 　 　 　 　 　 　 　 円 筒 部
（ ３ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 回 転 側 部 材
（ ３ ａ ） 　 　 　 　 　 　 　 シ ャ フ ト 部
（ ３ ｂ ） 　 　 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
（ ３ ｃ ） 　 　 　 　 　 　 　 プ ー リ 部
（ ４ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ペ ラ
（ ５ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 玉 軸 受
（ ５ ａ ） 　 　 　 　 　 　 　 内 輪
（ ５ ｂ ） 　 　 　 　 　 　 　 外 輪
（ ５ ｃ ） 　 　 　 　 　 　 　 玉

10

【 図 １ 】

(6) JP 2004-232505 A 2004.8.19



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ１６Ｃ  33/62                         Ｆ１６Ｃ  33/32    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｆ１６Ｃ  33/62    　　　　          　　　　　

Ｆターム(参考) 3H022 AA01  BA04  BA06  CA10  CA12  CA18  CA19  CA23  CA51  CA59 
　　　　 　　        DA01  DA11  DA13 
　　　　 　　  3H033 AA01  AA06  BB01  BB06  CC01  CC05  CC06  DD13  DD15  DD30 
　　　　 　　  3J101 AA03  AA42  AA52  AA54  AA62  BA10  BA70  EA02  EA06  EA51 
　　　　 　　        FA01  FA31  GA29 

(7) JP 2004-232505 A 2004.8.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

